
み
な
み
し
　
が

滋
賀
・南
滋
賀
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
大
津
市
南
志
賀
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
津
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
主目
山
　
均

５
　
遺
跡
の
種
類
　
墓
地

。
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
紀
元
前

一
世
紀
―

一
二
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

南
滋
賀
遺
跡
は
、
大
津
市
の
湖
西
地
域
に
位
置
し
、
そ
の
範
囲
は
京
阪
電
鉄

石
坂
線
南
滋
賀
駅
を
中
心
に
東
西
約
七
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
南
北
約
六
〇
〇
ｍ
を
占
め
る
。

ｒｉ移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
こ
の
地
は
、
軟
弱
な
花
尚
岩
を

逐
年
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

主
層
と
す
る
比
叡
山
系
か
ら
湖

岸
に
向

っ
て
流
れ
る
中
小
の
河

川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
複
合

一扇
状
地
で
あ
り
、
南
北
に
細
長

く
幅
の
狭
い
起
伏
の
あ
る
地
形

を
な
し
て
い
る
。

こ
の
南
滋
賀
遺
跡
の
西
部
に

は
、
川
原
寺
式
伽
藍
配
置
を
も

(京都東北部)

つ
白
鳳
時
代
寺
院
の
南
滋
賀
町
廃
寺
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
民
間
の
宅
地
造
成
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
調
査
地
は
南
滋

賀
遺
跡
の
東
端
付
近
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
約
五

一
〇
話
で
あ
る
。
調
査
の

結
果
、
主
要
な
遺
構
と
し
て
、
六
世
紀
後
半
―
七
世
紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
る

掘
立
柱
の
柵
列

一
条
、
掘
立
柱
建
物
三
棟
、
七
世
紀
中
葉
ｔ
後
半
頃
の
溝

一
条

を
そ
れ
ぞ
れ
検
出
し
た
。

遺
物
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
三
人
箱
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
土
師
器
、

須
恵
器

・
瓦
の
他
に
、
下
駄

。
コ
テ
状
木
製
品

。
ウ
キ
状
木
製
品

・
斎
串
な
ど

が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
溝
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
溝
は
幅
ニ
ー
四
ｍ
で
、
深
さ
は
最
も

深
い
と
こ
ろ
で
○

・
七
ｍ
を
測
る
。
こ
の
木
簡
以
外
に
木
簡
状
木
製
品
が

一
点

出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔月
ヵ
〕

側

。
「
＜
□
□
□
□
下
□
日
――
□
□
口
Ｈ
‐―
日
□

。「＜一一↓嘩配‐‐□瑚醐噸卿靭剛□剛酔剛□剛唯酪醐晒□□

（解
じ
×
∞ｏ
×
卜
　
Φ∞Φ

木
簡

の
形
態
は
、
上
端
を
圭
頭
状
に
作
り
、
左
右

の
側
縁
に
切
り
込
み
が
入

る
。
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
木
簡
の
文
字
は
墨
色
が
淡
く
、
判
読
し
が
た

い

部
分
が
多

い
が
、
「
馬
日
佐
俵
二
」
な
ど

の
文
字
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
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貢
進
物
の
付
札
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
に
伴
っ
て
出
土
し
た
土
器
か

ら
、
七
世
紀
後
半
頃
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

大
津
市
域
に
お
け
る
七
世
紀
の
木
簡
の
出
土
は
、
北
大
津
遺
跡
の
木
簡

３
日
本
古
代
木
簡
選
』
岩
波
書
店
、　
一
九
九
〇
年
）
に
次
い
で
二
例
目
で
あ
り
、

当
遺
跡
の
南
約

一
ｈ
に
所
在
す
る
錦
織
遺
跡

（近
江
大
津
宮
跡
）
を
含
め
、
七

世
紀
後
半
の
大
津
の
状
況
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

な
お
、
釈
文
は
橋
本
義
則
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（青
山
　
均
）




